施設処遇会議　議事録

と　き：H18.10.30　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　出席者：村田I.O.O・江刺家I.O.O・秋山Ｇ.Ｏ.M・　　　長谷部G.O.M・佐々木・山口・三浦・原・小松

（欠席者：C.E.O・清水G.O.M・小笠原・山田）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小松

議題

１：小笠原　幸江様（青明舎利用者様）の処遇について

２：奥山　以依子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：高島　吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について

１：小笠原　幸江様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 健康管理（①肥満傾向、②血圧高値傾向にある）

介入方法→①間食を減らすようにする。現在は、自宅からバス通勤であるが、通勤を歩きにしてはどうか。

　　　　　②血圧が高値な傾向にあり、自覚だけではわかりがたい。赤ら顔の時や頭が重い時休息するように促す。

　　　　　　血圧を定期的につけてもらう。

②対人関係について（悩み事などを他者に相談できず、抱え込んでしまい不安感・表情の硬さがある）

介入方法→①周囲から頼りにされすぎている面も多々あり、プレッシャーや不安感が長く　続かない様見守る。自分の疲労度や悩み事を身近な人に話せるような環境を設定する。

＜評価＞

　青明舎での関わりとして、将来的にどういった方向に持っていきたいのかがわからない。

健康管理という問題点は、五福（訪問看護）に任せていい部分である。総合的な計画を立て、幸房・五福・外来との連携を図りながら、それぞれの専門性を生かし自分達がおこなえる支援を考えプランを立てる必要がある。現在、本人は映画が好きで映画研究会のある日に来たり、世間話をしに来られたりしている。そこで、青明舎としてはどのような関わりをして行くのか？家の家事は、本人が全部をおこなっている状態であり、それに対してストレスを感じたりしているのではないか。そこに焦点をあてて、ストレス解消できる場の提供をしていく事が必要である。次回、問題点、支援方法を見直し、もう一度発表。

　２：奥山　以依子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 家族との関係調整

介入方法→・毎月、入所料支払いの時期になると、本人から金銭に関しての発言が出てくる本人から心配事や不安の訴えを話すことが出来ない為、職員が精神的変化と体調変化を見落とさず観察し、話を聞き、場合によっては弟様への電話連絡により調整を行なう事で、本人の不安を取り除く。

・弟様からの入所料振込みや、支払い時期になっても行われていない場合、本人の睡眠状況を確認し、睡眠不安定の場合は外来、主治医へ報告し、眠剤の調整を行う。また、デイケアスタッフへも本人の様子を情報提供し、本人のデイケアでの様子を観察し、気になる発言などがあった場合などデイケアでの様子を情報提供して頂く。

・弟様へは職員から家族面談を希望している事を何度か伝えているが、仕事の都合や時間がないとのことで、なかなか実行することが出来ずにいる。年金管理、退所後の生活についての話し合いを行なうため再度連絡し、家族面談の機会を設け、本人の希望や弟夫婦の希望を考慮した上で、退所後の生活の場を明確にし、新たに長期目標の設定を行いながら、退所後の生活を想定した支援を行う。

・本人の援助について、弟様からは義妹も協力し援助を行うと話しているが、義妹からの支援は今まで受けた事がない。

＜評価＞

　入所料に関しては、振り込まれず再三の連絡にて10月下旬に10月分を直接青山荘に持って来てくれている。このままの状態で、支払いが滞るのであれば退所をして頂く事を伝えていく必要がある。年金の管理は、今後は本人管理へ移行していく必要もあるのではないか。退所後の生活に関してもどうしていくのかを面談を行いはっきりさせていく。もし、家族が来ないのであれば、直接行き話し合いを行い、本人用の部屋も見せて頂くなどしていく必要がある。

３：高島　吉太郎様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

＜問題点＞

1 保護者との今後の方向性の確認

介入方法→・本人が青風荘での対応が困難になった場合に、どうしていくのか、選択肢（施設・制度）を提供しつつ保護者である甥や弟を含め方向性の確認を行っていく。

2 生活・身体レベルの維持（睡眠の保持と身体機能の低下予防）

介入方法→・現在の生活・身体状況を維持できるよう、見守りながら必要に応じて支援・介助を行う。特に睡眠状況が不安定になりがち為、生活リズムと身体機能低下の予防に努める。

3 日中は居眠りしている事が多く、時間や周囲の動きに合わせて行動する事が出来ない。何事にも声掛け・介助が必要になっている。（歩行状態が不安定でふらつき転倒のおそれがある）

介入方法→・居眠りや物思いに耽っている事が多く、日課全てに於いて声掛け、介助している。また、時折、ふらついて転倒しそうになる事がある為、骨折などの怪我につながらない様見守りを必要とする。

＜評価＞

　尿失禁が多く見られるなど、介助を必要とする場面が増え、青風荘入所の対象外となっています。南山苑と入所についての相談を実施し、次回の会議で報告をする。

